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１．研究計画の概要 
 本研究においては、アメリカ合衆国カリフ
ォルニア州をフィールドに設定し、とりわけ
サービス産業において移民労働者の組織化
を積極的に進めているローカル組合、労働者
センター（worker center）および労働ＮＧＯ
を対象にしてインタビュー調査を行い、グロ
ーバル化のもとにおける労使関係の変化の
一端を明らかにしたい。その際、調査研究の
ポイントとなるのは、以下の諸点である。す
なわち、①移民労働者の社会的ネットワーク
が労働組合や「労働者センター」にどのよう
に、またどの程度動員されているのか、②そ
うしたネットワークが動員されているとす
れば、労働組合および労働者センターにどの
ような影響を与えるのか、③労働者組織のト
ランスナショナルな連携はどの程度進めら
れているのか、またそれは移民労働者のネッ
トワークとどのように関連しているのか、と
いう点である。 
 
２．研究の進捗状況 
 2008 年度以来、毎年夏期休暇を利用して、
３～４週間程度、アメリカ合衆国に出張して
集中的にインタビュー成果を実施してきて
いる。その結果、当初の課題に即した成果が
獲得されつつある。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 （理由） 
 現在までに、以下のような知見が得られて
いる。 
（1）社会運動ユニオニズムにおいて移民

労働者が組織されていく際には、移民の社会
的ネットワークが動員されていることが明

らかになった。ローカル組合や労働者センタ
ーのオーガナイザーは、いわゆる「リーダー」
を組織し、実質的にはそうした「リーダー」
によって移民労働者の組織化が進められて
いる。 
（2）ローカル組合と労働者センターにお

いては、それぞれにおけるオーガナイザーと
「リーダー」との関係のあり方や移民の社会
的ネットワークの動員のあり方が異なって
いる。 
（3）労働 NGO は、労働組合の活動と様々

な市民団体とを架橋して「フォーラム」を形
成する役割を担っており、労働運動の活性化
に寄与している。 
（4）労働者センターは、反スェットショ

ップ運動の一環として、大学研究者なども関
わる実態調査活動を行うとともに、移民労働
者に実際の調査を担当させることによって、
彼（彼女）らの「意識化」あるいは「主体化」
も促進している。 
（5）サンディエゴ地域においては、小規

模ながらも労働 NGO による不法移民の支援
活動やメキシコ国境におけるマキラドーラ
労働者に対する支援活動が行われており、ト
ランスナショナルな連帯活動が確認される。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 2011年度は最終年度なので、サンディエゴ
地域を中心に、これまでの調査を補足するイ
ンタビュー調査を行い、経験的知見の提示を
中心とした報告書の作成を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
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